
一般介護予防事業
社会福祉協議会事業

一般介護予防事業 一般介護予防事業

●通所型サービスＡ
(緩和した基準によるサービス）

●短期集中はつらつ教室
（短期集中予防サービス）

地域ふれあいサロン 介護予防のつどい
南条健康体操教室
タッピー体操クラブ
しおさい体操教室

閉じこもり予防や自立支援に資する通所事業

日常生活に支障のある生活行為を改善するため
に、利用者の個別性に応じて運動器・口腔機能向
上、栄養改善、ＡＤＬやＩＡＤＬの動作練習、介護予
防教育等の集団プログラムを複合的に実施

地域における介護予防活動の拡大と
住民同士のつながりの強化に資する
誰でも通える住民主体の通いの場で
あり、集落センター等の身近な会場で
実施。

人と人とのつながりや社会参加活動
を通じた介護予防に資する活動の場
として、運動器・口腔機能向上、栄養
改善等の普及啓発も併せて実施

転倒予防、健康維持に効果的な体操
を実施

原則３時間未満 概ね２時間 会場毎に設定 概ね２時間 概ね１時間

介護予防サービス・支援計画書による期間 ３ケ月間　週１回程度　計１４回
町内５７会場

概ね月１回以上
（会場毎に設定）

通年　13：30～15：30（祝祭日休み）
　　南条：月・火・水・木・金
　　今庄：水
　　河野：月

南条　　：月2回　金曜日　14：00～15：00
タッピー：月１回　金曜日　14：00～15：00
しおさい：月１回　木曜日　10：00～11：00

要支援者および事業対象者のうち、通所型予防給
付相当サービスに該当しない軽度者

要支援者・事業対象者のうち、生活行為に支障が
みられるが、短期集中的な支援により回復が見込
まれる者

おおむね65歳以上の者及びその支
援のための活動に関わる者とする
が、住民同士のつながりの強化のた
め、参加対象者を限定しない

おおむね65歳以上の者及びその支
援のための活動に関わる者

おおむね65歳以上の者及びその支
援のための活動に関わる者

・適切なケアマネジメントにより、利用目的を明確に
したうえで、利用期限の設定をし、多様なサービス
の利用を促進する。
・通所型予防給付相当サービス・短期集中はつら
つ教室との併用不可

・適切なマネジメントにより、利用目的を明確化す
る
・通所型予防給付相当サービス・通所型サービス
Ａとの併用不可

要支援者・事業対象者の場合は、ケ
アマネジメントにて積極的に利用を促
進する

要支援者・事業対象者の場合は、ケ
アマネジメントにて積極的に利用を促
進する

要支援者・事業対象者の場合は、ケ
アマネジメントにて積極的に利用を促
進する

対象者 1回単位

事業対象者・要支援1・2
（週1回程度）

３８４単位/回

事業対象者・要支援2
（週2回程度）

３９５単位/回

・１回単位を使用 ・委託は、給付管理対象外サービスとなる。

・自立支援プログラム未実施減算
　　　（基本報酬の80％）

　　　　　　　　　　　

1割または2割または3割 ３５０円/回
０円であるが、会場・内容により材料費・
食費等の実費を集金している。

０円 ０円

事業者指定 　事業者委託
区・団体に対し、サロン推進のための
活動費を助成

　事業者委託 講師派遣

指定通所型サービスA事業者
保健師、看護師、理学療法士、作業療法士、言語

聴覚士、管理栄養士、歯科衛生士等
ボランティアによる運営

（サロン協力員）
看護師等 健康運動指導士

ケアマネジメントＡ ケアマネジメントＡ

送迎あり 送迎あり

サービス提供の考え方
・適切なケアマネジメントにより、利用目的を明確にしたうえで、利用期限の
設定をし、多様なサービスの利用を促進する。
・通所型サービスＡ・短期集中はつらつ教室との併用不可

費用単価

提供時間 ３時間以上

期間 介護予防サービス・支援計画書による期間

対象者

要支援者・事業対象者のうち、（ア）（イ）に該当する者
（ア）既にサービスを利用しているケースで、サービスの利用の継続が必要とケアマ
ネジメントで認められるケース
（イ）ケアマネジメントで以下のような状態で専門的なサービスが必要と認められる
ケース
・医学的な観察が必要
・認知機能低下により介助や見守りが必要
・入浴関連動作に介助や見守りが必要
・うつ傾向や精神疾患のある者
・基本チェックリスト１～２０のうち１０点以上
・退院直後等で専門職による状態の観察が必要
・生活支援に課題（視力障害,不衛生な環境）
（イ）についてはあくまで例示

　南越前町　「介護予防・日常生活支援総合事業」等のサービス一 覧  ※今後も介護報酬改定額を考慮し、改定する可能性あり

介護予防・生活支援サービス事業  　（  通所型サービス　：　第１号通所事業  ）

事業名および種別 ●通所型予防給付相当サービス

サービス
内容

介護予防を目的として、入浴、排せつ、食事等の日常生活上の支援及び機
能訓練を行う通所事業

1回単位　　　３１６単位/回　　　（月５回上限）

報酬単価の考え方

平成３０年度から原則「月額包括報酬」とするが以下①②の場合は１回単位を用いる。
ただし、月の利用回数により「1回単位」「月額単位を利用」のいずれかを選択する。
【１回単位を用いる場合】
　①月途中の利用者との契約開始または契約解除（転出入を除く）
  ②月途中の入院による利用中止および退院による利用開始（入退院により通常月の回数を
利用できな い場合）
　※週1回程度利用予定の人が当月1、2回利用、週2回程度利用予定の人が当月1～4回利用
　　　⇒　「1回単位」を選択
　※週1回程度利用予定の人が当月3回以上利用、週2回程度利用予定の人が当月5回以上利用
　　　⇒「月額単位を利用」を選択
注意１）参考資料　「平成28年3月31日事務連絡 厚生労働省老健局介護保険計画課 振興課
介護保険事務処理システム変更に係る参考資料の送付について（確定版） Ⅰ－資料9」月途
中の事由については日割りにて算定する
注意２）上記の参考資料ｐ4の★印については月額包括報酬の単位とした場合の日割り算定
の対象事由からは除外する
注意３）月の途中で、利用者が他の保険者に転出する場合それぞれの保険者において月額
包括報酬の算定を可能とする

月額包括報酬
月額単位

１,６７２単位/月

３,４２８単位/月

加算等

・生活機能向上グループ活動加算　100単位/月
・運動器機能向上加算　225単位/月
・若年性認知症受入加算　240単位/月
・栄養アセスメント加算　50単位/月　　・栄養改善加算　200単位/月
・口腔機能向上加算　（Ⅰ）150単位/月　（Ⅱ）160単位/月
・選択的サービス複数実施加算　（Ⅰ）480単位/月）　　（Ⅱ）700単位/月
・事業所評価加算　120単位/月
・サービス提供体制強化加算（Ⅰ）事業対象者・要支援１・2（週1回程度）　88 単位/月
　　　                                        事業対象者・要支援2    （週2回程度）　176 単位/月
・サービス提供体制強化加算（Ⅱ）事業対象者・要支援１・2（週1回程度）　72 単位/月
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 事業対象者・要支援２    （週2回程度）　144 単位/月
・サービス提供体制強化加算（Ⅲ）事業対象者・要支援１・2（週1回程度）　24 単位/月
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 事業対象者・要支援2     （週2回程度）　48 単位/月
・生活機能向上連携加算 　（Ⅰ）100単位/月　（Ⅱ）200単位/月
  ※運動機能向上を加算している場合には (Ⅰ)は算定せず、（Ⅱ）は100単位/月
・口腔・栄養スクリーニング加算(6か月に1回を限度)　　（Ⅰ）20単位/月　（Ⅱ）5単位/月
・科学的介護推進体制加算　40単位/月
・介護職員処遇改善加算（Ⅰ）（所定単位の5.9%）
・介護職員処遇改善加算（Ⅱ）（所定単位の4.3%）
・介護職員処遇改善加算（Ⅲ）（所定単位の2.3%）
・介護職員等特定処遇改善加算（Ⅰ）(所定単位の1.2％)
・介護職員等特定処遇改善加算（Ⅱ）(所定単位の1.0％)
・介護職員等ベースアップ等支援加算(所定単位の1.1％)
・中山間地域に居住する者等へのサービス提供加算（所定単位の5%）
・事業所と同一建物に居住する者又は同一建物から利用する者に通所型サービスを行う場
合の減算（事業対象者・要支援1・2(週1回程度) 376単位/月、事業対象者・要支援2(週2回程
度) 752単位/月、事業対象者・要支援1・2  94単位/回
・定員超過・人員欠如による減算（所定単位数の70％）

自己負担額 1割または2割または3割

備考 送迎あり

実施方法 事業者指定

サービス提供者 指定通所型サービス事業者

ケアマネジメント ケアマネジメントＡ

＜南条健康体操教室＞

南条地区公民館 １階 和室

＜タッピー体操クラブ＞

今庄住民センター 今１

＜しおさい体操教室＞

糠公民館 ２階 ホール

※日程、会場等は、広報み

なみえちぜんを確認してくだ

さい。

令和４年１０

サロンは、以下の事業と共

催して実施

＜一般介護予防事業＞

・運動普及事業

・口腔機能向上事業

・認知症予防事業

＜その他＞

・心の健康事業

・地域福祉教室

＜南条地区会場＞

南条保健福祉センター

１階 機能回復室

＜今庄地区会場＞

今庄住民センター

＜河野地区会場＞

ファミリーマート＋

ハーツ河野北前船主通り店

※日程、会場等は、広報み

なみえちぜんを確認してくだ

さい。


